
  

 

「伝統」と「革新」を担う  

校長  菅原 千保子 

                                  

今日からいよいよ２学期がスタートしました。心も身体もたくましく成長した生徒たちが学校に戻ってきて、 

とてもにぎやかな１日となりました。制限が解除された夏休み。生徒たちは猛暑をもろともせず、普段できない

ことを体験したり、新しいことに挑戦したりといろいろな経験ができたと思います。 

実は私も自分自身に宿題（！）を課しました。テーマは「地域について調べてみよう」です。 

 

まず７月に、羽田の連合渡御を案内していただきました。昔は 

漁師町だった羽田らしく、青空になびく大漁旗は壮観でした。独特

の「ヨコタ担ぎ」と呼ばれるお神輿の勇ましさに圧倒されながら、

町の方々の絆を感じる一日となりました。途中で本校の生徒にも会

うことができ、これからの町の担い手であり、伝統を引き継ぐ姿は

頼もしい限りでした。 

 

←＜堂々と風になびく大漁旗＞ 

 

 

８月は「羽田イノベーションシティ」の見学に行きました。 

「先端」と「文化」を柱としてこの街に集まってくる人たちにイノ

ベーション（革新）を提供することがコンセプトとのこと。商業施

設と研究開発施設、先端医療研究センター等が一つのエリアにあ

り、時間を忘れて見入ってしまうほど見応え十分でした。中でも大

田区産業振興協会運営の「PiO PARK」は、さすが「ものづくり

の大田区」。新しい発想と技術を掛け合わせてできた製品が展示さ

れていて、その精度の高さに驚きの連続でした。 

「伝統」と「革新」が混ざり合うこの地域のことを、もっと深く

学びたいと、早くも次の計画を立ててワクワクしています。    ＜世界とつながる羽田イノベーションシティ＞ 

 

先日、本校に地域のある町会長様から嬉しいお手紙が届きました。なんと、町会主催のラジオ体操に生徒たちが

自主的に「ラジオ体操指導員」として参加したことへの感謝のお手紙でした。青空の下、皆でさわやかに運動を楽

しんでいる風景を想像し、職員室も盛り上がりました。誰かに強制されて行動を起こしたのではなく、「自分で考

えて判断して行動した」２６名の生徒たちもまた、人の役に立つ喜びを学ばせていただいたと思います。 

また、別の暑い日。部活帰りの数名のグループが、道で転倒して顔から血を流している高齢の女性を見つけました。

偶然その場面に遭遇した教員は、近くにいた大人と協力して救急車を呼んだり、けがをしている方に寄り添い介抱し

たり、それぞれができることを考えて行動していた生徒の姿に驚いたそうです。救急車が到着するまで日傘を差して

守っていた生徒、自分のタオルを水で濡らして熱中症にならないように首筋に当てて励ましていた生徒・・・それぞ

れ「今、自分にできることは何か」を考え、行動した生徒たちを誇りに思います。 

 

最後になりましたが、暑い中羽田地区の祭礼パトロールにご協力いただいたPTAの皆様、地域の皆様、（４日間

で延べ66名もの人数！）子供たちを支えていただきありがとうございました。また、サマースマイル学習会（地域

による補習教室）を運営していただいた、地域支援本部の皆様もありがとうございました。 

２学期も「チーム出雲中」が大きく飛躍できるよう、一層邁進してまいりますのでよろしくお願いいたします。 

☆  挨拶・笑顔  輝く未来の ☆  

 出  雲  中 
https://www.ota-school.ed.jp/izumo-js/

令和 ５年 ９月 １日 

大田区立出雲中学校 

 学校だより  

第５号 ＜拡大号＞ 



             

＜９月の行事予定＞ 

 

 

 

 

 

日 曜 行 事 予 定 

1 金 始業式、避難訓練 

2 土  

3 日  

4 月 安全指導、マナー講習会（２年） ★ 

5 火 各種委員会、中央委員会     ★ 

6 水 実力テスト（3年） 

7 木                 ★ 

8 金 移動教室保護者会(１年) 立候補者会議 

9 土  

10 日  

11 月 学校公開週間始          ★ 

12 火                  ★ 

13 水  

14 木 区陸上選手権大会、選挙管理委員会★ 

15 金 立候補者会議、選挙管理委員会 

16 土 
学校公開週間終 

道徳授業地区公開講座 

17 日  

18 月 敬老の日 

19 火 選挙運動終、立会演説会リハーサル★ 

20 水 生徒会役員選挙 立会演説会・投票 

21 木 スマイル学習会         ★ 

22 金 スマイル学習会 

23 土 秋分の日 

24 日  

25 月 
朝礼、生徒会役員任命式    ★ 

スマイル学習会 

26 火 スマイル学習会         ★ 

27 水 スマイル学習会 

28 木 第２回定期考査 

29 金 第２回定期考査 

30 土  

★はスクールカウンセラーの来校日です。 

 

合唱部 NHK全国学校音楽コンクール 

東京都予選 銀賞 ４人での初受賞 

 

野球部 山田杯  優勝  

東調布中・羽田中との合同チーム。本校の選手 

４名が決勝まで主力として活躍 

 

吹奏楽部 東京都中学校吹奏楽コンクール 金賞 

２年連続となる東日本部門金賞を受賞 

 

バレーボール部  

★湘南藤沢カップ全国中学生ビーチバレーボー

ル大会 予選全勝、１位トーナメント 

★ＨＥＫＩＮＡＮマンモスカップ全国中学生 

ビーチバレーボール選手権大会 全国３位  

猛暑を吹き飛ばす勢いで全国大会に出場 

 

陸上競技部  

★全日本中学校通信陸上競技東京都大会 第 6位 

女子低学年リレー  

★東京ジュニア陸上競技大会 第 4位 

 女子円盤投げ   

★大田区立中学校夏季陸上競技大会 第１位 

・2年男子 100m  

・3年男子 100m   

・共通男子 800m  

・2年男子 1500m  

・共通男子 4×100mリレー  

・共通男子走幅跳   

・1年女子 100m   

・共通女子 4×100mリレー  

・共通女子走高跳   

・1年女子走幅跳  

・共通女子走幅跳   

・共通女子砲丸投  

           

  他入賞者 ３６名 

紙面の都合で１位のみの掲載！ 

詳細は本校１階に掲示しています 



   

 

 

 

～７月から夏季休業中の、本校の熱い（！）取組をご紹介します～ 

 

 ♪久々の多摩川清掃で、気持ちのいい汗を 

かきました （７月１９日） 

 

４年ぶりとなる多摩川清掃。無事復活することが

できました。生徒会本部役員の呼びかけで、地域の

環境を自分たちできれいにしたい、という「熱い」

思いの有志、全校から約４０名が、熱中症に気を付

けながら活動しました。ボランティアって楽しい！

と笑顔で取り組んでいる出雲中生。今後もさまざま 

な形で引き続いてほしいと思います。 

 

 

♪ 生徒会意見交換会がありました（７月２０日） 

今回の生徒会意見交流会では、大田区の全公立中学校の生徒会役員  

が集まり、各校で行っている SDGｓに関する取り組みについて話し合 

いました。各グループに分かれた出雲中の生徒会本部役員は、自分の意

見を堂々と述べつつ、リーダーシップを発揮！活発な意見交流となり

ました。お互いに刺激を受け合った生徒会が、さらに発展していくこと

を期待しています。 

 

♪ 教員も研修しています！（授業力向上を目指して） 

 

 ７月に２年生５クラスの道徳の授業を

全教職員で参観し、よりよい授業につい

て相互に研修しました。 

２学年では、５クラスとも別々の題材

を用いて、担任だけではなく、副担任もロ

ーテーションで授業を行っています。９

月１６日（土）には、「道徳授業地区公開

講座」があります。意見交流会では法テラ

スの方にご講演をいただく予定ですので、 

保護者・地域の皆様、ぜひご参加ください。 

 

 

 

 

出雲中 写真ギャラリー 



♪ やっと会えたね！部活動体験（７月２４日） 

本校と小中一貫教育を推進している、萩中小学校・中萩中小学校・都南小学校の６年生が 

 部活動体験のため、本校に集まりました。小学生は前半と後半で興味のある部活動に意欲的に参   

加していました。コロナ禍ではオンラインでの交流のみだったので、本校の生徒たちも先輩とし  

て迎える立場は初めて。各部の部長が活動場所まで案内したり、小学生から積極的に発言したり  

と、熱気あふれる体験となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※体罰・暴言根絶に向けた R5年度の出雲中スローガンが決まりました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜剣道部＞胴着を着て、指導にも 

気合い十分！ 
＜ハンドメイド部＞ミシンを使って 

コースターづくりに挑戦しました！ 

＜バスケットボール部＞ 

ダンクシュートできるかな？ 
＜科学部＞一緒に実験、楽しいな♪ 

体罰暴言根絶に向けて、令和５年度の

スローガンを教職員全員で考え、投票に

て決定しました。 

これからも子供の成長に寄り添いながら

支援してまいります。 


